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第一章 緒 論

Koch氏 結 核 菌、其 毒素或 ハ之 テ以 テ得 タル 動

物 免疫血清 ノ結核 性疾 患 二封 スル治療 的慮 用 ハ

R・Koch以 來 幾多 ノ學者 ニヨ リテ 努力研 究 セ

ラ レタル ニモ拘 ハ ラズ、著数 テ期 待 シ得 ザ ルノ、

衆知 ノ事實 ニ シテ、今 日二於 テハ結核死菌 テ以

テハ十分 ナル発疫 テ賦與 スル テ得 ズ トノ見地 ノ

下 二弱毒性結核 生菌 ラ以 テ免疫 テ勝 チ得 ン トス

ル ガ、諸家 ノ抱 ケル見解 ナ リ。從 ツテ如何 ニ シ

テ結核菌 ヲ弱毒 トナラシメ、而 モ発疫原性 テ維

持 セ シメ ンカバ諸家 ノ等 シク苦心 スル トコロナ

リ。蓋 シ三2墨 氏結核菌 ハ 蝋質 ヲ以 テ 包園 セラ

レ、Calmette《i》 二從 ヘバ 結核病原菌螢育環 ノ

最終型 ト見倣 サ レ、且 ツ毒 力強 ク、動物艦 内諸

酵 素 ノ作用 二頑 強 二抵抗 シ、接種 箇所 ノ反慮強

ク、 且 ツ吸牧 セラ レ難 キ,テ以 テ、恐 ラク治療的

数果 モ期待 二反 スルモ ノナルベ シ。之 二反 シテ

Zieh1-Neelsen氏 染 色 ニ ヨ リテ青染 スル、所謂

非抗 酸性結核菌 二於 テハ蝋質 ラ訣 キ、其毒力 ハ

コ。ホ氏菌 二比 シテ強 久 菌艦蛋 白ハ吸牧 セ ラ レ

易 ク、接種箇所 ノ反慮 モ亦輕度 ナルハ諸家 ノー

致 セル成績 ニ シテ、而 モ結核患者血清 二封 シテ

非抗酸 性菌 ハWassermann氏Antigenヨ リ

モ抗原性強 シトノKirchner(Mノ 報 告 二徴 スル

トキ・・、盆 、非抗酸性結核菌 二封 スル興味 ノ深

キ ヲ魔 ユ。

今非抗酸性結核菌 ラ文献上 二求 ム レバ、Vaud-

remer{3)氏 「ワク チンJ、F6rran(3)氏rワ クチ

ン」、有馬、青 山、太縄(5)氏 等 ノ所謂A-0等 最

モ知 ラ レテル ガ如 シ。

然 ラバ斯 ル非抗酸 性結核菌 ハ如何 ナル條件 ノ下

二登育 セシメ得 ルヤ トイフニ、先進諸家 ノ報 告

ニ ヨ レ ノご,

1・ 結 核菌 テ同一培養 基上 二長年 月培養 スル際

2・ 或 ハ之 レヲ頻 同移植 スル際

3.所 謂Hungem蕊hrboden(圭 トシテ「グ リセ

リンJラ 添加 セザル)二 培養 スル際

4.結 核 性脾 、麟 、淋 巴腺等 ノ臓器 濾液 ラ以 テ

培 養 スル際

5.細 菌特 二Aspergillusfumigatus,Hefe,

色 素 ラ産 出 スル結核 菌等 ノ培養液 ノ濾液 テ添加

培養 スル際

6・ 結核菌 ノ培養 テ振 盈 シ、或 ハ濾過 スル等 ノ

理學 的操作 テ加 ヘ テ培養 スル際

7・ 結核菌 ノ登育 二有 害 ナル 物質例 ヘバ「エ チ

ー一ル ァル コ!*一一ルj
s「 カル ヂァゾル」、 「サボ ニ

ン」等 ラ添加培養 スル際

等 ガ基 ゲラ レテ レリ。

掴 々 コ。ホ氏結核菌 ヨリ非抗 酸 性菌 ヲ得 ンニへ

夫 ノ特有 ナル臓質外皮 ノ嚢育 テ阻 止 セザルベ カ

ラズ、而 シテ膿 汁酸 バー般 脂肪類 テEmulsion

ト化 シ其爾者 ノ間 二極 メテ密接 ナル關係 ノ存 ス

ルハ疑 ナ キ事實 ト、他方吾人 ハ病理解剖的 二肝

臓 ガ結核菌 自己 ノ侵襲 テ受 クル コ ト甚 グ少 ク、

全身結核 二於 テサヘモ結核菌 自己ニ ヨル結節 ノ

生成 セラル コ ト極 メテ少 キヲ知 ル ラ以 テ,雨 者

併 セ考 フル トキ膿汁 ノ存在 ガ結核菌褒育 ラ阻害
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スル ニ アラザ ルヤテ推測 セ リ。若 シ果 シテ然 リ

トセバ、膿 汁成分 中脂肪 ト關係深 キ膿 汁酸 ノ存

荘 ガ結核菌登育 阻止 ノ主因 ノー ナルベ シト想像

スルハ當然 ナル犀 シ。之 レ吾人ガ純檸ナル謄汁

酸ヲ添加 シテ結核菌登育 ノ駄態 テ検索セル所以

ナ リ。

第二章 非抗酸性結核菌培養ノ文厭的考察

結核菌 ノ培養=二於 テ純梓膿 汁酸 テ添 加 シテ其影

響 テ観察 セルモ ノハ、吾人 ノ渉 猟 シ得 タル文獣

ノ範園 内二於 テハま グ之 レアラザ ルガ如 シ。

從 ツテ余等 ノ成績 ト先人 ノ成績 トヲ比 較 スルラ

得 ザ レ ドモ、鱒 ガ得 タル結核 菌 ハ非抗酸性結

核 菌ナ リト思惟 スルガ故 二、余等 ノ成績 ヲ理解

シ易カ ラシメ ンガ爲 二、先人諸家 ノ得 タル非抗

酸性結核菌 ノ概略 テ記載 スベ シ。

非抗酸性結核菌 ラ得 ル ノ方法 二就 テハ緒言 二記

載 セル如 ク、種 々 ノ方法 アリ。然 レ ドモ余等 ハ

膿汁酸添加 ノ如 キ化學的操作 ヲ加 ヘ タルモ ノナ

レバ、前記 ノ諸方法 中余等 ノ方 法 ト最 モ密接 ナ

ル關係 ニアル方法 ノ ミノ考察 二止 ムベ シ.此 ノ

見地 ヨリス レバ、先人諸家 ガ非抗 酸性結核菌 テ

培 養 シ得 タ リト主張 スルモ ノニへ 酒精、「サボ

ニ ン」樟謄製剤 テ添加 セル方法 ナ リトス。

1・ 酒精 添加培養

Kumbarg(6〕(1910)ハGlycerin6,Aethylalkohol

3,水91混 合 液 二馬鈴 薯片 テ入 レ氷室 内=24時

間放 置 シ、後液 テ捨 テ菌 テ培 養 スルニ、初 代 ニ

テハ著攣 ラ認 メザルモ、第二代 目 ヨリ聚 落ハ漸

次漁潤 トナ リ、砲子上 二容易 二塗擦 スルラ得 ル

ニ至 ル、而 シテ之 テ鏡検 ス レバ非定型 的菌 ラ見

ルニ至 ル。第 三代 ノ移植 テ行 ヘバ、青染桿菌、

球菌 、 「ヂ フテロ イ ドJ菌等多種多様 ノ菌ヲ 生ズ

ルモ、 青染桿菌最 モ旺盛 二登育 ス。但 シ之 テ長

ク卿卵 器中 ニテ ク トキハ青染 桿薗 ハ清失 ス トイ

フ。若 シ之 ノ混合培養 テ長 ク其儘維持 セ シメ ン

トスルニへ 次 ノ如 キ培養基 テ使 用 ス.即 チ

4009ノ 細 砕 シタル馬鈴薯 二5009ノ 蒸鱈 水 テ

加 へ、強 「アル カ リ」反慮 トナルマデ 「ア ンモニ

アjテ 加 へ、130℃30分 加熱後濾過 ス。 之 ヲ過

剰 ノ「ア ンモニ ア」ラ除去 シテ中性 トナルマ デ煮

沸 シ、煮 ツマ レル量 ハ蒸鯛 水 テ以 テ償 ヒ、 之 二

6%二fグ リセ リン」テ、4%ユ 葡萄糖 ラ加 へ、

濾過分注、潰毒 ス。之培養基 ガ弱 「アルカ リ」性

反慮 ヲ呈 スル トキニへ 青染桿菌 ガ褒育 シ、輕

ク酸性 ナル トキハ主 トシテ抗酸 性菌 ガ褒育 ス。

而 シテ菌皮 ガ生 ズルカ、叉 ハ培養液 ガ澗濁 シ來

ラバ、 「ア ンモニ アjヲ 以 テ「アルカ リ」性 トナ シ

タル6%「 グリセ リン」肉汁 二移植 ス、斯 クス レ

バ肉汁 ノ潤濁 テ生 ジ、其 中二青染桿菌 テ純梓 二

登育 セシメ得 ト稻 ス。

Masur(7}(1929)ハKumbary氏 法 ラ改良 シ、

寒天糾面 トナ シ、之 二 「グ リセ リン」テ有 セ ズ

Aethylalkoholテ 有 スル培 養基 二登育 シタル結

核 檸菌小片 テ移植 セ リ。其培養基 ノ作 製 ハ下記

ノ如 シ。 即水1立 二封 シ馬鈴 薯2509ラ 加 へ、

120v、2--3分 清 毒 シ、24時 間放 置 シタル後 之 ラ

濾過 シ、濾液 二盤化 「アンモニ ウム」0.25、 燐 酸

加 里O.5、 硫 酸 「マグネ シウム」O.2テ 加 へ、寒天

テ2%ノ 割合 二加ヘ テ溶 解 セル液 テ、試験 管 二

r)c.c・宛分注 シ、各試 験管 二「グ リセ リン」1.25、

酒 精2滴 テ加 へ滅 菌後斜面 トセルモ ノナ リ。

上記 ノ短桿菌 テ之培養基 上 二移植 スル トキハ2

日後 二就 二多敷 ノMattナ ル菌苔 テ生 ぜ リ。之

テ鏡検 スルニ、普 通大 ノ結核 菌 ナ リシガ、4日

後 二斜面 上二{熱潤 セル而 モ透明粘 液状 テ呈 スル

部分 ラ生 ゼ シテ以 テ、之 ラ検 セルモ普通大 結核

菌 ナ リキ、然 レドモ、是等小桿菌 ノ外 二、抗 酸

性 テ失ヘル桿菌 テ謹明 セ リ。且 ツ其桿菌 ラ普通

結核 菌培養 二使用 スル培養基 二移植 スルニ、抗

酸性桿菌 二還元獲育 スル テ認 メタ リ。而 シテ斯

ル青染非抗酸性結核菌 ラMutationニ ヨ リテ論

明 スベ シトナ セ リ。

Masurハ 斯 ル培・養法 テ使 用 シ第 一代培養 ニテ

ハ14日 後 二10本 ノ試験管 中3本 二非抗酸性桿

菌 ノ登育 テ認 メ、之 ラ4%fグ リセ リンj加 肉汁
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(pH=6・2)二 移 植 シテ同菌 テ4日 目二襲 育 セ シ

ムルテ得 、其以後 ノ培養 二 於 テハ24時 間後 二

旺 盛 ナル褒 育 ラ呈 セシメ得 タ リト記載 セ リ。

Masurノ 得 タル 非抗酸性菌 ハ 外観結核菌 二酷

似 シ、蓮動 性 ナ ク、 グ ラム陽性 ニ シテ酸性培 養

基上 ニモ登育 シ、rグ リセ リンJ寒 天 ニハ白色 ノ

漁潤 セル聚落 ラ作 リ、容 易二「エムルヂ オンJト

ナル、 「グ リセ リン」肉汁 ニハ盛 二登育 シテ底部

二白色粘稠 ナル沈澱物 テ作 リ、之沈澱物 ヨリ上

方 二向 テ薄 キ繊維 テ引 ケ リ、之 テ鏡検 スルニ桿

菌 ノー端 二帽針頭歌 ノ肥大 テ呈 シラ レリ。又此

桿菌 ハ生化學 的培養條件 ノ如何 ニ ヨ リテハ穎 粒

駄 ナル或 ハKompaktナ ル、或 ハ頼粒 ガ織 維 二

因 テ結合 セル如 キ形態 ラ有 スル桿菌 二攣 化 入ル

テ見 タ リト稽 ス。

2・ 「サボ ニ ンJ添 加培養

「サボ ニン」添加培養 ハ 非抗 酸性結核 菌 テ得 ル

方 法中最 モ ヨ ク研 究 セ ラレタ リ。 帥 チ本法 ハ

Dostal(s》(ユ916>ノ 報 告 ラ・以 テ噛 矢 トス。 次 デ有

馬、青山、太縄 ω(1920>,SchnUrer(lo)(P33),

Kirchner働(1928>ノ 研 究 ア リ、 其 内Dostal,

Schnthr♀rハ 固形培養基 テ、 有馬、 青山、 太

縄 、Kirchnerハ 主 トシテ 液艦 培養 基 ラ使 用セ

リ。

抑 々 「サボ ニ ン」ガ結核 菌 二封 スル作 用機轄 二關

シテハ不明 ノi貼多 キモ、Dostalハ 次 ノ如 キ謹明

テ下 シテ レリ。即 チ「サボ ニンー1ハ或 ルRadikal

ト糖 類 トガー分 子 ノ酸 素 ノ中介ニ ヨ リテ粗 二結

合 シテルモ ノナル ガ、之 ハ細菌禮 内二於 テ呼吸

サ レラル ガ如 シ.且 ツ ー般配糖艦 ト類脂肪騰

トノ間 ニハ 相 當關係存 スルモ ノナ レバ、 培 養

基 内 ノ配糖龍 ト結核菌 ノ臆質 トノ間 ニモ反慮 超

リ得 ベキ コ トハ、 「サボ ニ ン」ノ水溶液 乃至酒精

溶 液 ガ脂肪類 ラ乳化 スル コ トニ徴 スルモ想像 セ

ラル ・トコロナ リ、爾 ドサボ ニ ン」ハ赤血球 テ溶

血 セ シムル關係 上、 「サボ ニ ン」ガ結核 菌臓質 二

作用 シ得 ル コ トモ想像 二難 カ ラズ ト論明 セ リ。

Dostalハ 最 初 ニハ 結核 菌 テ 生理的食盤 水 テ以

テmazerierenシ 非抗 酸1生薗 テ得 タ リ ト報lk一セ

ル ガ、斯 ル實験 ハ無菌 的操作 困難 ナ リ トノ諸家

ノ反封 二遭 ヒタル テ以 テ、更 二Saponin.depu-

ratumMerckテ 試 ミ、普通10%」 グ リセ リ

ン」寒 天中二添加 シ、5-s代 ノ 通過培 養 テ行 ピ

タ リ。夫 ノ使 用菌種 ハ牛型11種 、人型10i種 、

鶏型2種 ノ結 核菌 テ使 用 セ リ。 同氏 ノ成績 ハ余

等 ノ得 タルモ ノ ト緊密 ナル關係 二立 ツ テ以 テ、

同氏 ノ記載 ヲ略述 スベ シ。

Dostalノ 得 タル所 見 ハ、肉眼的 二原 菌苔 ハ 柔

軟、乾燥 、鮮黄色、粗造 ニ シテ光澤 ナキモ、既

二1-2同 上記培養基 ラ通 過 セル後 ニハ黄色、粗

塊 状 テ呈 シ、漁潤 、豚 脂状 テ呈 シテ漸次試験 管

壁 テ昇 リテ繁 殖 スルニ至 リ、菌苔 ノ登育速度 ハ

速 トナ リ、凝 水 ハ漏濁 ス、培 養 ガ逡 二軟 キ覆 面

様 透明 ノ苔 トナルニ至 レバ、其 部 ノ培養地 ノ深

部 漏濁 スル コ トァ リ、斯 ル透 明 ナル菌苔 ハ他 ノ

種 々ナル培養基 二24時 間後 二登育 シ、而 モ斯 ル

菌苔 ヨ リハ原結核菌 々磯 ノ褒育 テ來 サズ。

鏡検所 見ハ、第2同 目培養基通過後 ニハ桿菌 ハ

淡紅色 ニ シテ暗青色穎粒 ラ菌禮 内外 二認 ム、菌

艘 内穎粒 ヨ リ小 ナ リ。 グラム染色 ニテハ定型 的

結核 菌 テ認 メズ、陽性 ナル穎粒 ノ騒 豆歌 二配列、

スルテ見 ル。培 養 ノ代 撒 テ重 ヌル ト共 二、抗酸

性 ハ盆 く失ハ レテ、 第三代 目二於 テハ非抗酸性

菌 トナ リ其 中 二暗 青色穎粒 テ有 シ、菌艦 ハ所 々

膨隆 シ、或 ハ極 メテ短 キ桿菌 テ認 ム、 又桿菌 ハ

粘液様物質 ニ ヨリテ包 マル。

斯 ル攣形 セル繭 ヂ グ リセ リン」寒天 二培養 セル

ニ、常 二定型的結核菌 ノ登 育 テ認 メ タリ、殊 二

此際2-3%二 裸 変或 ハ小姿粉 テ加 ヘ タルrグ リ

セ リン」寒天 テ 用 フル トキ 定型的結核菌 ノ覆育

良好 ナ リ.唯 覆面様 薗苔 ヨ リノ還元培養 ニハ普

通培養基通過 ヲ撒 回反復 スル ノ必要 ア リ。之所

見 ニ ヨリテ上記 非抗 酸性菌 ガ結核菌 ヨ リ嚢育 セ

花モ ノナル コ ト明 カナ リ。

Schntirer(lo)ハDostalノ 研 究 ヲ追 試 シ大 膿 二

於 テ同檬 ノ所 兇 ヲ得 タル ガ、新 シク登育 シタル

菌苔 ハ原菌膿 ヨ リ礎育速 カニ シテ、鮮 明 ナル黄

色 テ呈 シ、1㈱閏粘液状 ヲ示 シ、6一 只日後 二銃 二
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著 明 二 特有 ナル 獲育 テ示 スモ、5-6週 間 テ経

テ凝水蒸褒 シ、培養 基乾燥 スル ニ至 レバ、其部

モ普通結核菌苔 ノ外観 テ呈 スル菌苔 ヲ生 ぜ リ、

叉 「サボニ ン」ノ含量 ヲ更 二減 少 スル トキハ結核

菌 ノ嚢育 ハ普通培 養 ヨリモ敏 感 トナル如 シ。叉

多 クノ場合 ニハ斯 ル漁潤 性登 育 ヨリ普通 結核菌

ノ乾性褒育 二移行 スルコ トナ ク、漸次粘液檬 二

獲育 スルモ ノテ生 ジ、全 ク特 有 ナル鏡検所 見 ラ

呈 セ リ。 鏡検所見 モDosta1ト 同様 ニ シテ、

種 々 ノ程度 二抗 酸性 ラ有 スル結核菌 テ認 メ、其

長纏 験 三 シテ、屡 嘘 キ穂 巾廣 キ淡紅 色桿

菌 トナ リ、或 ハ全 ク抗 酸性 テ失 ヘル青染桿菌 ア

リテ、 内二染 青色穎粒 テ包 藏 ス。

斯 ク ノ如 クSchnUrerノ 得 タル成績 ハDostal

ノ所 見 トー致 シタルガ、彼 ハ此所 見 テGelegen-

tlicheVerunreinigung爽 雑i物混 入ナルベ シ ト

推定 セ リ。其 理由 トシテ爆 グル所 デ見ルニ、

1.非 抗 酸 性菌 ハ同時 二行 ヒタル総 テ ノ試験 管

二於 テ規則正 シク出現 セザル コ ト
ぜ

2.普 通 ノ「グ リセ リン」寒天 二於 テモ甚 ダ稀 二

非抗酸性菌 ラ見ル コ ト

3・ 鏡検所 見 ノ軍一 ナ ラザル コ ト

4.抗 酸性菌 ガ非抗酸姓菌 二移行 スルヲ示 スベ

キ移行型 ハ時間的 二精査 スルモ認 メ難 キ コ ト

等 テ指摘 セ リ。

SchnUrerガ 上記 ノ成績 ラ1922年6月WUrzburg

二於 ケル掲逸微生物學會 二報告 セルガ、之 二封

スル討論 トシテ

1・Gildemeister〈iilハDostalノ 登 表1年 後

二之 ラ追試 シテ季抗酸姓菌 ラ培養 シ得 タルガ
、

滑毒 テ嚴重 二行 ヒシモ ノナ レバ、火難物 混入 ゼ

スルハ全 ク當 ラザルベ シ ト論 ゼ リ。

2.Paltaufハ 之 テ反駁 シテ、Dr.Simonovic〈i2)

ガInstitutfttrallgemeineundexperimen-

tellePathologie二 於 テProf.L6wensteinノ

指 導 ノ下予Dostalノ 成 績 ラ追試 シ、5-10%

ノ「サボ ニ ンJ添 加培養基 二17代 ノ累代培 養 ヲ

行 ヒタル ガ、非抗 酸性菌 ノ登 育 テ見ザ リ シト樗

セ リ。.

有 馬、青山、太縄 ハ 無冠子果肉 ヨリ分離 セ ル

「サポ ニ ン」テ 芳賀 氏無蛋 白培 養基 二 〇・1、O・2、

0.5、1.O、2.O、5%二 添 加 シ、 結核菌培養 テ

行 ヒ、次 ノ如 キ所 見 テ得 タ リ。即 チ肉眼 的 ニハ

0.2%以 下 「サボ ニ ン」添加 ニテハ、何 等 ノ異状

テ認 メザルモ、0・5-1.0%二 於 テハ 菌皮 バー一

定 ノ褒育 テナ シタル後 二液層 内 二懸垂褒育 ラナ

シ、2-5添 加 二於 テハ 菌皮 ハ 液 面 二 浮 クコ ト

能 ハズ管底 二沈下 シ、之 ヲ振温 ス レバ軍等培養

トナル。 而 シテ液 層内二登育 スル状況 ハ菌株 ニ

ョリテ多少 ノ差 ア リテ、液 ラ徐 々 二湖濁 セ シメ、

管底 二粘 稠 ナル沈澱 テ形成 スルモ ノ程抗酸性 ナ

シト樗 ス。之 テ鏡検 ス レバ チー ル、～㌦～kゼ ≧氏

染色 二於 テ未 ダ抗酸性 テ呈 スル結核菌 ガ孤立性

二分離散 在 スル外、青染 スル桿菌 、或 ハ淡 ク著

色 セル被膜 内 二濃染 セル穎粒 ノ併 列 スル モ ノチ

見 ル、 グ ラム染色 ニ ヨレバ完全 二陽性 ナル桿菌

又 ハム,z氏 穎粒 二類 スルモ ノテ見ル。 而 シテ

青 色桿菌 デ グ リセ リン」寒天、卵黄寒 天等 二培

養 スルニ、何 レモ抗 酸姓菌 二還元培養 スルテ得

タリ。 之脱臆質結核菌 ハKoch氏 菌 二 比 シテ

毒性甚 ダ弱 ク、A-0ナ ル 名構 ノ下 二販 費 セ ラ

レヲルハ衆知 ノ事實 ナ リ。

次 二Kirchner(2}ハSaponindepuratumMe-

rckヲ 最 初 二 〇.02%、 二代 目ニハ0 .1%二rグ

リセ リンj肉 汁二添加 セルモ ノニ 培養 シテ次 ノ

成績 テ得 タリ。即 チfグ リセ リン」肉汁 二3週 間

培養 セル菌皮 テ0・02%「 サボ ニ ン」加rグ リセ リ

ンj肉 汁 二移植 シ、能 ク登育 シタル菌皮 ラ(肉 汁

透 明沈渣 ナ シ)2週 間後 二更 二 〇.1%「 サボ ニ ン」

加 肉汁二移植 スル ニ、1週 後 ニハ能 ク登育 シタ

ル菌皮 ヨリ下方 二繊維状 ノ絨 毛 ガ下垂 シ
、紫 状

ノ沈渣 テ生 ジ、 肉汁ハ輕度 二溜濁 セ リ」 其液面

菌皮 テ乏二 ～ヒ、 型 ゼ ン染 色 ノ下 二検 スル ニ、

コ・ホ氏桿菌 ハ個 々二孤立散 在 シ
、短小 トナ リ、

沈渣 中ニハ青乃 至紫色 ノ穎粒 又ハ穎粒状桿菌 ヲ

見 タ リ。2週 後 ニハ液面菌皮 ハ少 シク粘稠 二見

工、肉汁ハ強 ク湖濁 シ
、多量 ノ沈渣 ラ生 ぜ リ、

該沈渣 ラ卵黄及血 清寒 天二 移植 セルニ、24時
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間後 ニグ ラム陰性 ナル四連球菌 テ得 タ リ、斯 ル

沈渣 ラ充分 二洗漁 シテ乾燥 セシメ得 タル粉 末 テ

以 テ、結 核補 盟結 合反磨 ノ抗原 トナ シ、Wasser-

mann氏Antigen,Neuberg-Klopstok-Anti-

9enト 比 較 セルニ、Wassermann-Antigen/

1/2ノ 少 量 ニテ有敷 二反慮 セ リ。

叉該球菌 ヲ「グ リセ リン」寒天 二 移植 シ、其1/2

白 金 耳 テ禮重250ノ 海 狸 二注射 シ、11ケ 月後 二

剖検 セル ガ、膿重 ハ560二 檜 量 シ、接種 部位 ハ

不明 トナ リ、右膝鍛髪 腺 ハ自開 シ、肺 、肝 、脾

等 二慢性結核 テ生 ジ、肺 、大網 ノ病竈 ヨリハ少

撒 ノ結核 菌 テ詮 明 セ リ、 又該球菌 ノ褒育 セル試

験 管 テ町寧 二「パ ラフィン」封鎖 テ行 ヒ、室温 二放

置 シ、8ケ 月後 二鏡検 セル=、 青 色桿菌 ノ間二

甚 ダ少撒 ノ抗酸性桿菌及穎粒 テ謹明 シタル ガ、

之 ガ移植培養 ハ成功 セザ リシ トイフ。

3.其 他藥 品添加培養

Schnieder㈹ ハCardiazol(0.75-1%)、 又 ハ

Coramin(O.3-0.4%〉 テLubbenauノ 卵 培養

基 中二添加 シ、能 ク振盈 セル後凝固 セ シメ、之

二結核菌 ラ移植 セ リ、實験 二 使用 セル11菌 株

ハ雑菌混 入テ防 グ爲 二10%硫 酸 二15分 間浸 セ

ル後 二前記培養基 二移植 セ リ、其登 育駄況 テ見

ルニ、普 通結 核菌 ノ聚 落 ノ外 二、黒翻犬ノ透 明 ナ

ル、登 育速 度早 キ聚 落 ラ生 ゼ リ、該部 テ鏡検 ス

ル ニ少撒結核菌 ノ外 二、 青キ残屑及 ビ多撒 ノ抗

酸 性球 菌 テ多撒 二認 メタ リ、2個 ノ菌株 二於 テ

ハ抗酸性菌 モ甚 ダ短小 ナ リキ。 斯 ル菌 テ8-15

日悔 二同 ジ培養基上 二累代培養 ラ行 ヒテ非抗 酸

性菌 ノ純梓培養 テ得 タリ。然 レ ドモ之純 培養 ハ

形 態的 二前記非抗酸性桿菌 ノ如 ク明瞭 ナル桿 菌

ニ アラズ シテ、圭 トシテAmorpheMasseヨ

リ成 レリ。

之所見 ラSchniederハ 設 明 シテ、是等 非抗酸

性 菌 ハ既 二原 菌株 中 二漕在 スルモ ノニ シテ、 ソ

レガ好都合 二登 育 セル ニ過 ギズ ト解 スル ヲ妥當

トスベ ク、且 ツ非抗酸 性菌褒育 ニハ

1.結 核菌 ノBiochemieノ 攣 化 スル揚合

2.既 二存 スル非抗酸性菌 二封 シ培養基 ガ選澤

的 二登 育 テ促 進 スル場合

換 言 ス レバ、1・ 抗酸性菌 ノ襲育 テ阻 止 スル揚

合 、2.非 抗酸 性菌 ノ褒育 テ 刺戟 スル 揚合 テ暴

ゲ得 ベ シ トナ セ リ。

化學 的操 作 ニ ヨ リテ非抗酸性菌 ノ登育 テ見 タル

モ ノハ上記 ノ如 シ、而 シテ今余等 ガ培養基 二添

加 セル膿汁酸 ノ關係 テ見 ルニ、未 ダ純梓臆汁酸

ラ使 用 セルモ ノナキガ如 シ。 サ レバ臆 汁酸 ガ其

圭成分 ノー テナ ス臆汁 ラ使 用 セル揚合 デー慮考

察 スベ シ。

謄汁 ト細菌培養 トノ關 係二就 キテハ 「チフス」菌

属培 養 二臆 汁 ガ優 秀 ナル成績 テ示 スハ周知 ノ事

實 ナ リ、 之 テ除 キテハNeufeldガ 肺 炎菌 ノ肉

汁培養 二1/10容 量 ノ謄 汁又 ハ10%ノ 「タウロ

ヒ。一 ルJ酸 曹達 テ添加 スルコ トニ ヨ リテ菌髄 ノ

溶解 ラ來 シ、培養基 テ透 明 ナ ラ シメ得 ル事實 ラ

知 リ、是等 ニヨ リテ菌膿 ノ溶解 ヲ來 サザル連鎖

状球菌 トノ鑑別 二使用 セ リ.

其 後膿汁加 「グ リセ リン」馬鈴薯 二牛型 結核 菌 テ

累代 培養 シテ、Calmetteガ 所 謂B.C.G.テ

得 タルハ鹸 リニ周知 ノ事實 二贋 ス。

又人型 結核 菌 二封ス ル膿 汁 ノ慮用 ハ、今村教授

教 室 二於 テ膿 汁加 「グ リセ リン」馬鈴 薯 ノ縫代培

養 テ行 ヒツ ・ア リテ、金 會 ⑯ ノ報告 ニ ヨ レバ纏

代培養30回 テ重 ネ タル後 二於 テハ 病原性著 シ

ク減弱 シ、 其染 色姓 二於 テハ 「メチー レンプラ

ウ」、 レッフ レル、 チール ニ染 リ、原菌 ヨ リモ遽

二細小 トナ レドモ、完全 ナル桿 菌状 テ呈 シ、其

内二1乃 至数飼 ノ濃染 スル穎粒 テ認 メ、 グ ラム

陽性 ナ リ。 今村教授 ㈹ ニ ョレバ 該菌 ハ既 二79

代 ノ培 養 テ経 テ リ、之 テ1醒 海狸皮 下 二接種 シ

1ケ 月後 二 於 テモ 未 ダ結核 性病攣 テ認 メズ ト

イ フ。

鉱 二於 テ余等 ハ膿 汁酸 ハ「サボ ニ ン」ト似 テ脂肪

類 ト密接 ナル關係 ニア リ、且 ツ膿汁培養 二於 テ

見 ラル ・結核 菌 ノ諸墜 化ハ、膿 汁中 ノー特異主

要成 分 タル膿汁酸 二由來 スルニ アラザルヤ テ思

ヒ、又臨 沐上肝臓 ニハ他臓器 二比 シテ結核 菌 自

己 ニ ヨル病攣 ノ起 リ難 キ事實 ハ、 肝 二特有 ナル
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脆汁酸 ノ作用二由來 スルニアラザルヤ等三想到

シテ、弦二結核菌培養 二及ボス膿汁酸 ノ作用二

就 キ研 索 ス ル コ ト ・セ リ。

第三章 實験方法

1.實 験 二使用 セル膿汁酸盤類 ハ表記 ノモ ノテ

使用 セ リ、膓汁酸盤類 ノ市販 二存 スル モノハ純

粋 ナル モノハ殆 ドナ ク、其含量 モ異 ルテ以 テ、

余等 ハ中川 氏膿汁酸微量赤色反癒 ヲ慮 用 シテ膿

汁酸 ヲ測 定 シ、 之 レラ 「グ リコヒ。一 ル」酸曹達

二換算 シテ表記 セ リ。

第1表

1名 稽
製造會肚 中川氏1

反慮
1 Na.desoxycholicum Boehringer 18.4%

2 Na.cholic鰭m ,, 100.0,,

3 Na.glyc・cholicum Merck 75.2,,

4 Na.ta犠rocholicum ,, 90.0,,

5 Na。dehydmcholicum (Cholerctin) 一

中川氏赤色反鷹 ハ 「ヒ。一ル」酸基 ノ反慮 ト思惟

セ ラ レタルテ以 テ、「デスオキ シヒ。一ルJ酸 曹達

ニテハ反慮表ハ レ ザ ル 筈 ナルモ、上記 ノ如 ク

18・4%ノ 反慮 ヲ示 セルへ 余等 ノ使用 セル該製

品申 ニハ 夫 レダケ「ヒ。一ル」酸基 ノ混 入 シテル

モ ノ ト想像 セ ラル。 「デ ヒ ドロ ヒ。一 ルJ酸 曹達

ハ該反慮陰性 ナ レバ定量勿論不可能 ナ リ。

2.使 用 セル「サボ ニン」、Saponinpur.Merck

3.使 用結 核菌株

申川菌株(當 大學細菌學教室所藏 ノ中等度 毒性

人型菌及 ビ中川 内科 二入院 中 ノ結核患者喀疾 ヨ

リ住吉氏 ニ ヨリテ分離培 養 シ、pH7,5ノ 「グ リ

セ リン」肉汁及 ソー トン氏培 養基 二3ケ 月以上

慣 ラサ レ獲育旺盛 ナ ル人型 菌3株(1、2、3)ラ

使 用 セ リ。

4.使 用培養基

固形培養基 二獲育 セ シメタル非抗酸性菌 ハ之 テ

普通結核菌 ヨ リ純梓分離 スル コ ト因難 ナルニ鑑

ミ、Kirchner二 習 ヒ液艦培養基 ラ使用 セ リ、

之 レ非抗酸 性菌 ノ登 育 ヲ培養液 ノ溜濁及沈渣 ト

シテ観察 スルニ便 ナル ノミナ ラズ、液面 二浮游

スル抗酸 性結核菌 ヨリ容易 二純粋 二分離 セシメ

ン ト企 圖 セルテ以 テナ リ。

膿 汁酸盤類添加培養基 ハ可及的完全 二脂肪 テ除

キタル牛 肉 ヲ以 テ製 シ、菌株用培養基 同様pH

7.5ト ナ シタル後 二膿汁酸盤 テ添加 シ、100℃

30分 ヅ ・3日 間消毒 テ行 ヒタル後 二2-3週 間

培養 ノ獲育旺盛 ナル菌皮 ノ移植 テ行 ヘ リ。

第四章 實験成績

1・ 臆 汁酸盤類 ノ結核菌抗酸 性二及 ボス直接 作

用、

余等 ハ先 ヅ試 二臆汁酸盤 ガ結核菌抗酸性 二及 ボ

ス直接作用 ヲ観察 セ ンガ爲 二、1.O、0.7、0.3

%二 夫 々「デスオキシヒ。一ル」酸曹達 テ有 スル

pH7・5/Puffer(KH2PO4,Na2且PO・)中 二結

核菌乳剤 テ入 レ、之 テ時間的=Ziehl-Neelsen

氏 染 色ニテ観察 セルガ、1%謄 汁酸加液 中ニテ

ハ既 二15時 間 ニ シテ親野 中 ノ結核菌 ハ九分通

り抗酸 性 ラ失 ヒテ青染 ス、爾後 時間 ノ経過 ト共

二漸次菌膿溶解 スル ヲ見 タリ。0・3%膿 汁 酸加

液 ニテハ15時 間 ニ シテ略 ≧孚撒青染 スルモ、菌

膿 ハ割合 二溶 解 セズ、又抗酸性弱 マ リ、薄赤 ク

染 色 スル申間型 テ多敷 二認 メタ リ。之 二反 シテ

Puffer中 二結核菌 ラ入 レタル封 照 二於 テハ能

ク抗酸性 ヲ維持 シテ レリ。

以上 ノ成績 ヨリ見 レバ膿 汁酸液 ハ夫 レ自身就 二

結核菌抗酸性 二直接作用 シ、之 テ減弱 セ シムル

能 力 テ有 スルテ知 ルベ シ。

2・ 豫備實験

余等 ハ余 等 ノ 使用 セル 「デスオキ シヒ。一 ルJ酸

曹達 ノ添加 スベキ濃度 テ決定 センガ爲 メニ、人

血 二封 ス ル 「サボ ニ ン」、 「デスオキ シヒ。一 ル」

酸曹達 ノ溶血力 テ比較 セ リ。然 ル トキハ「サボ
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,

ニ ン」二 於 テハ24時 間後 二 〇.0039%以 上 二 於

テ溶血 シ、 「デス オキ シヒ。一 ル」酸曹達 ニ テハ

0・0625%以 上 二於 テ溶血 セ リ。而シテKirchner

ガ非 抗酸性菌登育 二成功 セル「サボ ニ ン」濃 度ハ

0.02-O.1%ナ ル テ以 テ、軍 二 溶 血力 ノミヨ リ

換算 シテ、非抗酸性菌 ノ登 育 ヲ期 待 スベキ「デ

スオキ シヒ。一 ル」酸曹達 ノ濃度 デ算 出 ス レバ、

約0・15-q.6%二 網 當 スルナ リ。

夫故 二余等 ハ先 ヅ此算出 ヒル「デスオキ シヒ。一

ルJ酸 曹達 ヲ 添加 シタル「グ リセ リンj肉 汁 二結

核菌 テ移 植 セル ニ、既 二 〇.15%ノ 含 量 二 於 テ

ハ3週 日ヲ経過 スルモ何等 ノ登育 ヲ認 メザ リシ

ノ ミナ ラズ、封照培養 二比 シテ菌苔 ノ外観菲薄

透明 トナル テ 見 タ リ、 之 テ鏡検 スルニ、 コ 挿

氏菌 ハ抗酸性甚 ダ弱 ク、 之 二 加 フルニZiehl-

Neelsen染 色 似 下Z-Nト 略記 ス〉ニテ青染 ス

ル桿菌、薄青 キ桿菌禮 内 二青染穎粒 テ有 スル モ

ノ、或 ハ青染菌艦 ガ溶解 シッ ・アル如 キ観 ヲ呈

スル染 色不 定 ナル菌 テ多激 二認 ムル ラ得 タ リ。

試 二之 ラ「グ リセ リン」肉汁 二移植 スルモ少 シモ

増殖 スルコ トナヵ リキ。此豫備實験 ノ結果、余

等 ハ 「デ スオキ シヒ。一 ル」酸曹達 ノ濃度 テ0.15

%ヨ リモ更 二遙 二低減 スル ニア ラザ レバ、結核

薗 ノ登育 ラ螢 マ シメツ ・、其 間非抗酸性菌 ラモ

登育 セ シムルコ ト不可能 ナ ル ラ知 リ得 タルナ

リ。

3.「 サボ ニ ン」添加士音養

余等 ハ膿 汁酸加培養 テ試 ム ル ト共 二、 同時 二

「サボ ニ ン」加培養 テ追試 シ
、之 テ先人記載 ノ所

見 卜比較 シ、兼 テ膿汁酸加培養 ノ成績 ト相封比

シタ リ.

0・1及0・OO2%二 「サボ ニンjヲ 添加 セ ルrグ リ

セ リン」肉汁拉 ニ ソPtト ン培養基 二結核 菌 ラ 移

植 セルニ、V・1%添 夘 培養基 ニテハ3週 日テ纒

ルモ菌皮 ハ登育 スル傾向 ナク、培養液 ハ清澄 ニ

シ.テ沈渣 テ生 ゼズ。 之 二 反 シテ0.02%添 加 培

養 二於 テハ封照 ト同 ジク菌苔嚢育 シ、3週 後 二

於 テハ菌苔 ノ所 々非薄 トナ リ。培 養液 ハ微濁 テ

呈 シ、4週 後 ニハ稻 丸多量 ノ沈渣 テ生 ジ、 綜欺

ノ菌綜、菌 苔 ヨ リ下垂 シ他方 同様 ノ菌綿 沈澄 ヨ

リ上方 二向 テ浮游 スル テ見ル、其駄 肺壊疽喀疾

テ側 方 ヨリ見 ルガ如 シ。此 時期 ニハ菌苔 ハ普 通

培 養 二比 シテ「エ ムルヂ オン」卦ナ リ易 シ。

菌皮 ノ鏡検所 見 ハZ-N染 色 ニ ヨ レバ普 通 ノ抗

酸性結核 菌 ノ外 二、抗 酸 性弱 キ結核 菌、 青染 桿

菌及青染桿 菌艦 中 二深 青染 ノ穎粒3-5個 拉 列

スルモ ノ、菌艦外 ニアル大小種 々 ナル青染穎粒

ラ認 ム.グ ラム染 色 ニテハ結核菌 同様 グ ラム陽

性 ナルモノ、 グ ラム陰性 ノ桿菌膿 内二陽性 ナ ル

穎粒 ノ拉 列 スル モ ノ、 陽性 ナル穎粒拉列 スルモ

菌禮 テ認 メ難 キモノ等 相混 ゼ リ.

沈 渣 ノ鏡 検所 見ハ、Z-N染 色=テ ハ 少数 ノ短

小 ナル抗酸 性桿菌 ノ外 ハ主 トシテ青染桿菌、濃

青染穎粒 テ有 スル桿 菌及 大小種 々ナル青染穎粒

ナリ。 グ ラム染 色 ニテハ桿菌艦 ハ陰性 ニ シテ、

中 二陽性 叉 ハ陰 性 ナル細 キ穎粒 ラ有 スルモ ノ及

ピ孤立 セル多 クハ陽性 ナル穎粒 テ見 ル。

下記 ノ0.02%加 培 養基 二爽 育 セ ル 菌 苔 テ0・1

%加 培 養基 二移 植 スル トキへ 初 メテ菌皮 ノ褒

育 テ見 テニ至 リ、2週 後 ニハ沈漬 テ生ズ ルニ至

ル。 其 肉眼的及鏡検所 見 ハ 大器0,02%添 加 培

養 ト相等 シ.

沈 渣 ノニ次培養

上記 ノ沈 渣 ラ各々 「ペ プ トン」水、普 通寒天、「グ

リセ リンj寒 天、 ホー ン氏培養基、0.02%「 サボ

ニ ン」加「グ リセ リン」寒 天、0.02%rサ 」加 ソー ト

三寒 天等 二移植 シタルニ、 「グ リセ リン」寒天 テ

除 ク各培養 基 二於 テハ速 二登 育 シテ既 二2日 後

二聚落 テ認 メ、 「ペ プ トン」水 ハ輕 濁 シ、 ホー ン

ニハ美麗 ナル黄 色 ノ甚 ダ細 キ漁潤 セル聚落 テ作

リ、漸次増大 セ リ。之 テ鏡 検 スルニ、前記沈渣

二於 ケル ト同様 ナ リ。 唯時 日 ノ経過 ト共 二、菌

艘 ノ膨脹 セルモ ノ、穎粒 ノ大 トナルモ ノ、四蓮

球 菌歌 テ呈 スルモ ノ等 ヲ生 ジ、形態 的攣 イヒ漸次

著 シクナル テ認 ム。又 グ ラム染 色 ニテモ漸次 陽

性 ヨリ陰性 二韓 ズルモ ノ其数 ヲ 檜 ス、殊 二「サ

ボ ニ ンJ含 量 多 キ揚 合 ノニ次 培養 二於 テ斯 ル攣

化 ノ程度著 明 ナ リ。
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選 元 試駿 ハ之 テ行 ハザ リキ。

4・ 「デスオキシ ヒ。一ル」酸曹達添加rグ リセ リ

ンJ肉 汁培養豫 備實験 二於 テ0.15%rデ ス オキ

シら 一 ル」酸曹達添加 「グ リセ リンJ肉 ナト培養 ニ

テハ結核菌 ノ登育 ラ停 止 シ、非抗酸姓桿菌 ヲ生

ジ・或 ハ菌艦溶解 ノ像 テ認 メ得 タノげ 以 テ
、余

等 ハ 「デスオキ シヒ。一ルj酸 ノ添加濃度 テ更 二

滅 退 セバ、非抗酸 性菌 ノ獲育 テ促 ステ得 ルニア

第2表Desoxychols釜uresNa.添 加
「グリセ リソ」肉汁培養 二於ケル菌皮

ノ壁育及非抗酸性菌 ノ深部獲育}伏況
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備考(1)菌 皮 ノ登育ロバ停止叉ハ沈下、ムハ

±、○ハ良好ナノレ獲育 ヲ示ヌ。十督柵冊

ハ肉汁溜濁ノ程度 ヲ示ス

4週 以後ノ、潤濁減少スルモ沈渣 トナリテ

増量ス

(2)本 表 ハStamm2,3,ノ ニ種 二就 キ同

標ナル實験 ヲ5同 反復行ヒテ得タル成績

ノ総括ナ リ

ラザル ヤテ考 ヘ タリ。 「デスオキシ ヒ。・一ル」酸

曹達 テ最初 二選揮 シ得 タル砺 以 へ 騒1酸 盛類

申脂肪 トノ結合力最 モ強大 ニ シテ、 毒性最大 ナ

ルテ以 テ、結核 菌腫質 ノ登育 テ阻 止シ、以 ツテ

非抗酸 性結核 菌 ノ登育 テ促 スニ好都合 ナルベ シ

ト想像 シタル ニョル。

以上 ノ理由 ニヨ リ テ 「デス オキ シヒ。一ルJ酸 曹

蓬 テ0.1--O.OOOO2%二 逓 滅 的 二 「グ リセ リン」

肉汁 二添加 シ、菌株 皿、皿二就 キ 各5回 ノ培 養

試験 ラ行 ヒ、其所 見 テ縮括 シテ第2表 二記載 セ

リ。

是等 ノ所 見 ヲ記述 スル ニ當 リテ膿 汁酸 ノ添加 濃

度 ニ ヨリテ梢 支異 レル所 見 ヲ呈 スル テ以 テ、是

テ撒群 二分 ケテ記載 スルコ ト・スベ シ。

イ、「デスオキ シヒ。一一一ル」酸曹 達 ノ添加 濃度9mg

%以 上 二於 テハ菌皮 ハ全然増殖 ノ徴 テ示 サザ ル

ノミナ ラズ、 移植菌皮 ハ赤褐 色 二萎縮 シ、或 ハ

液 面下 二沈下 ス。肉汁 ハ蒲澄 二止ル。菌皮 ラ鏡

検 ス レバコッホ氏桿菌 ハ短小 二萎縮 シ、Z-N法

ニ テ赤 味甚 ダ弱 シ。 青染桿菌 ハ溶解 シ去 リタル

モノカ、Nr。6(9mg%含 有)二 於 テ見 タル ニ過

ギズ、而 モ退行攣 性甚 グシク染 色性甚 ダ弱 シ。

ロ、Nr・7-10(8--5mg%含 有 〉ニテハ是等 ト趣

テ異 ニス、 即 チNr.5-10/3本 ニ テハ移植2

週 後 ニハ菌 皮 壌 育 テ認 メ得 ザ リシモ、 肉汁微

二澗濁 シ來 リ、第3週 ニ テハNr.7二 於 テモ肉

才十ノ劉困濁 ラ見 タ リ。

菌鏡検所見ニ テハ菌皮 ハZ-N法 ニ テコッホ氏桿

菌 ハ短小 ニ シテ抗酸性弱 キモ ノア リ、 多 クハ塊

黙 二集合 ス、 中二青染 桿菌 叉 ・・穎粒駄 桿菌 テ認

ムルモ、孤立 スルカ
、或 ハ2-3箇 集 合 ス。

沈渣 ニテハ青染穎粒 ガ4-5箇 併 列 シ、菌艦 ハ染

色 セザ ルテ以 テ、是等 ガ集合 ス暦 キ葡萄男犬球

菌 二似 タ レドモ、其大 キサ遙 二小 ナ リ。 グラム

法 ニテ検 スルニ、明 二桿菌艦 トシテ認 メラ レ
、

穎粒 ・暢 性陰性 ノ モ ノ混在 ス。 而 シテー般 二

「デスオキ シヒ・一ル」酸 ノ含 量多 キ程S穎 粒 ハ大

ニ シテ・ 且ツ「メチー レン」青 二淡染 シ、 グラム

陰性 トナル傾 向 テ示 ズ。
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へNr・12-19(3--0.5mg%含 有)

此 範 園内 二於 テハ移植菌皮 ノ登育 ハ障碍 セラル

ル コ ト少 クシテ登育 テ持績 シ
、而 シテ肉眼的 ニ

ハ甚 グ シク漁潤 トナ リ菲薄 トナルテ認 ム
。

園汁 ハ早期 二潤濁 テ呈 シ來 リ、 既 二移植4日 ニ

シテ溜濁 テ呈 スルモ ノアリ、深部獲育旺盛 ナ リ、

溜濁 ハ初 メ肉汁一様 二輕濁 ラ來 スモ ノナル ガ、

時 日 ノ経過 ト共 二強 クナ リ、途 ニハ液面菌皮 ヨ

リ細 キ 綜歌 ノ繊維 ガ 肉汁中 二下垂 シ來 ル テ見

ル、恰 モ肺壌疽 ノ喀疾 ラ見 ルガ如 シ。梱濁 ノ度

ハ2週 問 目位 ガ最 モ強 ク其後 ハ却 テ潤濁 ノ度 ヲ

減 ジ、4週 間 目二至 リテハ肉汁 ハ却 テ透明 トナ

リ、漏濁 ハ沈渣 トナリテ多量 二管底 二集 ル。沈

渣 ハ微 二黄褐灰 白色 ナ々モ、屡 ≧薄 ク煉瓦色 テ

呈 スル コ トア リ、斯 ル トキハ肉汁 モ亦輕 ク煉 瓦

色 テ呈 ス。 之 ノ沈渣 ハ毛細 「ピペ,ト 」テ以 テ摘

出 セ ン トスルニ、極 メテ粘稠 ニ シテ、粘液様 ナ

リ。

顯微 鏡所 見、

菌皮 ハZ・N法 ニ テ ハ 大部 分青染穎粒歌桿菌 ノ

外 二三2杢 氏桿菌 テ混在 ス、而 シテ ユ、ホ氏菌 ハ

ー般 二短 小 トナ リ
、赤 味少 ク、且 ツ薄赤 キ桿菌

禮 内 二深 青穎粒激箇 ヲ有 スル 如 キー 恰モ馬 ホ

氏桿菌 卜青染穎粒状桿菌 トノ移行型 ト見倣 スベ

キモ ノテ多数 二見 ル.又 青染穎粒 桿菌 内 ノ穎粒

ハ「デスオキ シヒ。一 ルJ酸 ノ含量多 キ程大 ナ リ
。

グ ラム染 色ニテハ陰 性 ナル桿菌罷 内 二陽性 ナル

穎粒 ラ有 スルモ ノ(青 桿菌 二相當 ス)及 完全 二陽

性 ナルモ ノ(?。 ホ氏菌 二相 當 ス)ア リ、 而 モ大

ナル穎粒 ハ屡 ≧グ ラム陰性 ナ リ。

此範 園 内二於 テ偶々肉汁梱濁 テ示 サザ リシ菌皮

ノ所 見モ略 ζ同様 ナルガ、唯 青染 桿菌 ハ割 合 二

少 シ。

沈漬 ノ鏡検 ニテハ三ご鏑 氏桿菌 テ認 メ得 ズ、主 ト

シテ菌禮 ノ青染極 メテ薄 キ桿菌燈 中二濃青染穎

粒籔箇 テ連 ヌルモ ノナ リ、此間 ニー 見穎粒 ノミ

ノ如 キ観 テ呈 スルモ ノモ混在 ス.騒i一 酸含量最

モ少 キNr・19(0・Smg%)ニ テ ハ短!i・ナ ル 桿菌

ノ雨端 二穎粒 テ有 シ、Z-N法 ニ テハ菌禮 ハ青 キ

モ、 明 二薄赤味 テ混 ぜルテ認 ム、故 二石炭酸 「フ

ク シン」ニ テ加温染 色後、稀薄 ナル酸(2%二 盤

酸 テ有 スル 「アニ リン」水)テ 以 テ充分 二 腕色 シ

テ其儘鏡検 セル ニ、菌膿 ハ赤 久 穎粒 ハ濃赤褐

色 ラ呈 セ リ。之桿菌 バグ ラム法、Much法 何 レ

ニ テモ完全 二陽性 ナ ル桿菌 ナ リ。懸滴標 本ニ テ

ハ固有蓮動 ナ ク、弱 キ分子蓮動 テ螢 ム ノ ミニ シ

テ、鞭毛 テ有 セズ。

二、0。4--O・2mg%添 加

此範 園 内デハ肉汁ハ全 ク溜 濁 テ呈 セザ リキ、 且

ツ菌皮 ノ褒育 ハ障碍 セラル ・コ トナ ク、 却 ツテ

封 照 ヨリモ登育旺盛 ナルガ如 キ親 アリタ リ。

5・ 二次培養

Nr・7--10ノ 培 養 二於 テ得 タル沈渣 二於 テ、其

登育力及形態的攣化 ノ有無 テ検 ス ル 爲 メニ、

「ペ プFン 」水
、普 通寒天、 ホー ン、0.006%「 デ

スオキ シヒ。一 ル」酸 「グ リセ リン」寒天、 同 ソー

」Lと寒天等 二二次培 養 テ行 フニ、 「ペ プ トン」水

二於 テハ3日 後 二微溜濁 テ認 メ
、爾後漸次溜濁

檜強 スルテ見 ル、 他 ノ培 養基 二 於 テハ 「グ リセ

リン」寒天、ユ=ト ン寒天 テ除 ク外 ハ5日 目二

於 テ甚 ダ小 ナル灰 白色乃 至微黄 色 ノ聚 落登育 ス

ルテ確認 スル テ得 タ リ、特 ニホー ン上 二於 テハ

登育最 モ旺盛 ナ リ。1週 間後 ニハ何 レモ登育増

大 シ、聚落相融 合 スルニ至 ル、 「グ リセ リン」寒

天、2一 トン寒天 二於 テハ褒育悪 ク、1週 間後

二於 テ始 メテ同檬 ノ聚落 テ見 タ リ
。

是等 固形 培養基上 二於 ケル聚落 ハ其 肉眼的所見

二於 テ既 ニ コ∴ホ氏結核 菌聚落 トハ全 ク異 リ
、表

面漁潤 ニ シテ光澤 アリ、其 獲育 ハ徐 々ナルモ1

週 間後 ニハ普通大腸菌屡 ノ登育 二類 似 シタル外

親 テ呈 ス、其鏡検所 見ハ前記沈渣 ノ所 見 ト同様

ニシテ抗酸性菌 テ認 メズ
、Z-N法 ニ テ青染穎粒

ヨ リ成 ル。

普通寒天上 二褒育 セル聚落 テ更 二他 ノ新 シキ寒

天 二累代培養 ヲ纏績 セルニ、其褒育力 ハ漸次嚢

フル傾向 テ示 シ、且 ツ穎 粒檜大 シテ球菌状 テ呈

シ、或 ハ四連球 菌 テ呈 ス、染色性 モ弱 マ リ
、薄染

スル モ ノ多 シ、然 レドモ長時 日之 レテ卿卵器 内
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二放 置 シ、凝水 ノ乾 キタル寒天 二於 テ、 上記球

菌歌 二染 色 スル菌 ノ間 二抗酸性桿 菌 ノ螢育 スル

テ見 タ リ、郎 チ沈渣 トナ レル非抗 酸 性菌 ハ漸次

攣形 シ、其登育力 モ減弱 スルガ、 甚 グ稀 ニハ其

中二抗 酸性桿菌 二恢復 シ得 ルモ ノアルガ如 シ。

6.還 元培養

前記 ノ如 キ非抗酸性菌 ノ累代 培養 二於 テ逡 二抗

酸性桿菌 二還元 シ得 ルガ如 キ所見 テ得 タル テ以

テ、余等 ハ改 メテ還元培養 ノ可能 ナル ヤヲ検索

セ リ。

0・7mg%二 「デスオキ シヒ・一 ル」酸曹達 テ 含有

セル「グ リセ リンj肉 汁 ニテハ沈渣 ハ著 明ナル煉

瓦色 ラ呈 セ リ、之 テニ次培養 二於 ケル ト等 シク

各種 ノ培養基 二 移植 セ リ。 即 チ3週 間後 ニハ

「ペ プ トン」水 ノ液面又 ハ固形培養基 ノ凝水面 ニ

ハ煉 瓦色 ノ薄苔 テ生 ジ、 且 ツ同色 ノ沈渣 テ多量

二生 ぜル ガ、登育 テ認 メ 始 ムルハ 既 二48時 間

後 ニ シテ、美 ハ シキ煉瓦色 ノ漁潤 セル小 ナル聚

落 テ生 ぜ リ。

ホー ン氏培養基上 ノ所 見ハ就 中特有 ニ シテ、煉

瓦色小聚落 ハ籔 日ニ シテ相融合 シ、培養基面一

様 二漁潤光澤 アル、而 モ隆起 セザル登育 テナ シ、

日 ト共 二煉瓦色濃厚 トナ レリ、4週 後 二之 テ染

色 セル ニ小穎粒 性桿菌 ニ シテ第一次 ノ沈渣 内所

見 ト同様 ナ リシガ、標本 ノ所 々二 於 テコッホ氏

桿菌 テ認 メタ リ。更 二40日 後 二 検 スルニ 凝水

乾澗 シ、煉 瓦色聚落 モ稽 ヒ乾燥 シ光澤 テ失 ヒテ

リ シガ、培養基 面 二前記煉 瓦色聚 落 ノ融合 セル

間 へ 灰 白色疵状 二隆起 セル聚落 ノ散在 スルテ

認 メタ リ。該聚落 ハ灰 白色 ニ シテ周園 ト比較 シ

テ甚 ダ目立 ツノ ミナ ラズ、聚落 シラ リテ、其}伏

況 コッホ氏結核 桿菌特有 ノ螢育駄況 ト酷似 セ リ.

試 二該灰 白色聚落 テ鏡検 スルニ(此 際容 易二砕

ケ難 シ)Z-N法 ニ テハ コ。ホ氏菌 ト青染穎粒 テ有

スル桿菌 ノ混合物 ナルガ、其 聞薄赤 ク染 マ レル

桿菌 中 二染青色 ノ穎粒 テ有 スル桿菌 テモ混在 セ

リ。

弦 二於 テ疵獣 ノ聚落 ニア ラザル、他 ノ煉瓦色 ノ

部分 テ、恰 モ分離培養 テ行 フ際 ノ如 クニ、新 タ

ナルホー ン氏培養基上二移植 スルニ、1週 間位

ノ内二培養基面一檬二前記煉瓦色 ノ登育ラ認メ

タルガ、5-6週 テ経過 シテ凝水拉 二培養基面 ガ

乾燥 スル頃 トナレバ、其間二疵獣灰白色 ノ聚落

テ散在性二認 ム ル ニ至ルコ ト全 ク前同 ト相等

シ。斯 クノ如ク分離培養テ撒同反復 スルモ其成

績ハ全 ク同一ナリキ。 此 ノ所見 ヨリ考察 スル

ニ、余等ハ沈渣申ニハ液面 ノ菌皮 ノ混入テ防ギ

タルモノニ テ、事實検鏡上抗酸姓菌 ラ認 メ得

ザ リシモノナルヲ以 テ、沈渣中二存ゼル穎粒歌

非抗酸姓桿菌ハ、ホー ン氏培養基二移植スル ト

キハ先ヅ非抗酸性桿菌 トシテ褒育スルモ、時日

ノ経過 ト共二、該非抗酸性桿菌 ヨリ定型的抗酸

性桿菌 二還元培養 セラル ・モノト解スルヲ得ベ

シ 。

更 二余等 ハ0・4mg%デ ス オキシヒ。一一ル」酸加

ソー トン培養基、2。5mg%Na.cholicum加

ソー トン培養基 テ使用 シテ得 タル沈渣 二就 キテ

同様 二還元培養 ノ可能 ナル ラ確 メ得 タルナ リ。

培養基上 二 於 ケ ル 還元培 養成績 ハ 上記 セル如

シ、然 ラバ動物膣 内 二於 テハ如何 ナルカ トノ問

題 ナル ガ、 コハ別個 ノ問題 トシテ稿 ヲ改 メテ報

告 スベ シ。

7・ 「デスオキ シら 一ルJ酸 曹達加 ソー トン培

養試験

菌株 皿、皿、 中川 ノ3種 二 就 キ4同 ノ實験 テ 行

ヒ、其結果 ヲ綜合 スル コ ト第3表 ノ如 シ。

第3表Desoxychols5uresNa。 加Sauton

培養 二於クル菌皮 ノ獲育及非抗

酸菌ノ深部螢育状況

番

號

【ユ

2

%

3

4

ぎ0

隔
轟◎

「7

8

0。01

0。009

0.008

0.007

0。006

0。005

0。004

0.003

4

日

目
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備考(1)第2表 備考(1)二 同 ジ

(2)本 表 ハStamm2,3,中 川 ノ3種

二就 キ4同 ノ培養試験 ヲ行ツタ

綜合成績デアノレ。

4同 實験 中2同 ハ少 シモ深部登育 テ見ザ リキ、

然 レ ドモ菌皮 ノ所 見 ハ 沈渣 チ作 ラザ リシ「デス

オキシ ヒ.。'一ル」酸加 「グ リセリンJ肉 汁 ノ鏡 検所

見 ト同様 ナ リキ。

「デスォキ シヒ。一 ル酸 曹達 ノ添加 濃度3mg%

以 上 二於 テハ結核 菌皮 ノ登育 ハ抑制 セラ レ、 肉

汁 ハ清澄 テ維持 ス.

2-0・4mg%ノ 範 園 内 二於 テハ、深部 叢育 ヲ螢

マ シメ、菌皮 ハ登育 シ、培養液 ハ澗濁 ラ呈 シ逡

ニハ沈渣 テ呈 セ リ。而 シテ此際 ノ菌皮蚊 二沈渣

ノ肉眼的所 見ハ「グ リセ リンJ肉 酒'ノ場合 ト全 ク

樹一一ニシテ、鏡検所 見モ亦 「グ リセ リン」肉汁 二

於 テ記載 セル ト同 ジク、非抗酸性桿菌、穎粒性

桿 菌及 ビ穎粒 ナ リキ。

之 ヲ要 スルニ ソー トン氏無蛋 白培養液 二 「デス

オキ シヒガール」酸曹達 テ加 ヘ タル モ ノ ニ 於 テ

モ、結核菌 ヨリ非抗酸性菌 ノ獲育 ラ行 ハ シメ得

ルモ ノナ レドモ、無 蛋 白培養基 二 於 ケ ル 方 ガ

ザグ リセ リン」肉汁 二於 クル ヨ リモ結核菌皮登育
じ

ノ阻止 テ來 ス コ ト強 キガ如 ク、 又非抗酸性菌 ヲ

登育 セ シメ得 ル トスル モ、 之 テ行 ハ シムル率 ハ

「グ リセ リンJ肉 汁 二於 ケル ヨリモ蓬 二低 キモ ノ

ノ如 シ。

8.爾 他脆 汁酸盤添加培養試験

「デスオキ シヒ。一ル」酸以外 二Na .eholicum,

Na.glykocholicum,Na.taurocholicum,Na.

dehydrocholicum/4種 膿 汁 酸 盤 テ 「グ リ セ リ

ン」肉 汁 二添 加 シテ 各 々8同 、Sauton培 養 基 ラ

以 テ ハNa.cholicum二 就 キ6同 ノ添 加 試 験 テ

行 ヒ タ リ.而 シ テ 余 等 ハ 「デ ス オ キ シ ヒ。一 ル 」

酸 加rグ リ セ リ ン」肉 汁lZ.ハ 同2一 トン培 養 二 就

キ テ記 載 セ ル ト等 シ ク 、 培 養 液 ノ漏 濁 テ生 ゼ シ

ム ル テ宇尋 タ リ農

今 是 等 膿 汁 酸 騨 ニ テ培 養 液 ノ漏 濁 テ生 ぜ シ ム ル

ラ得 タ ル膿 汁 酸 盤 ノ添 加 濃 度 テ 表 記 ス レバ

Na.cholicumO.035,0.02,0.Ol,0.0025%

Na.glykocholicumO.04,0・03,0.02%

Na.taurocholicumO、Oo「,0.03,0・035,0.02,

0。01%

Na.dehydrocholicum⑪.12,0.1,008%

此 際 ノ培 養 液 渦 濁 及 菌 皮 ノ肉 眼 的 拉 二鏡 検 的 所

見 へ 蕨 二 「デ ス オ キ シ ヒ。一 ルJ酸 曹 達 添 加 ノ

揚 合 二記 載 セ ル所 ト全 ク 相 等 シ。 唯 「デ ヒ ドロ

ヒ。・一一ル 」酸 曹 達 及 ビ 「タ ウ ロ ヒ。一 ル 」酸 曹 達 添

加 ニ ヨ リ テ 得 タ ル 沈 澄 ヘ コ。ホ 氏 菌 二 比 シ短

小 ナ ル モ 、Z-Nニ テ 完 全 二 非 抗 酸 性 ナ ル 桿 菌

ニ シ テ、 グ ラ ム 法 ニ テ モ 完 全 二 陽 性 ナ リ キ、 且

な

ツ其含有濃度 ニ ヨ ル形態 的差異 モ少 クシテ「デ

ス オキ シ ヒ。一 ルj酸 二於 ケル如 クニ顯 著 ナル差

異 ラ示 サザルナ リ。

之 レニ ヨ リテ見 レバ、 凡 テノ膿 汁酸 盤添加 ニヨ

リテ略 ≧同檬 ナル非抗 酸性菌 ラ瑳育 セ シムルヲ

得 ルモ ノナルガ、之 ガ登育 テ促 スニ必要 ナル謄

潟一酸 盤 ノ乏恭ヵ掴濃 度.ハ 各 々異 レリ。豊Pチ「デスオ

キ シヒ。一 ル」酸 ニテハ最 モ少 キ濃度 ニテ十分 ニ

シテ、Na.cholicumニ テ ハ梢 丸多量 テ要 シ、

第4表
御L編圏■己

家兎二封スル謄汁酸璽ノ毒性比較

種 類(當 班i) 婁欝死鵬 衡最
Na.desoxycholicum 0,015 0.01

Na.cholicum 0.05 0.05

Na.91ykocholicum 0.09 0.08

Na.ta魏rocholicum 0.11 0.09-0.1

Na.dehydrocholicum ユユ 1.0
i



第3號 】 中川(論)・中川(誠)=鷹 汁酸唖類添加培養二因テ簿タル非抗酸性(結核)菌 二就 テ 209

Na・91ykocholicum,Na.taurocholicumハ 之

二亜 ギ、Na・dehydrocholicumニ テ ハ 最 モ 高

キ濃 度 テ必 要 ト ス ル ナ リ。 之 ノ濃 度 ラBrugsch

&Gillert〈23)ガ 各 種 膿 汁 酸 二 就 キ 家 兎 二 封 ス ル

毒性 テ検査 シテ得 タル第4表 ト相比較 スル トキ

へ 結核菌 ヨリ非抗酸性菌 テ登育 セシムルニ必

要ナル膿汁酸濃度ハ略 丸該膿汁酸 ノ毒性 ト相李

行スルモノナルテ認 メ得ベシ6

第 五 章

余等 ノ域績 テ総括 ス レバ、 「グ リセ リン」肉汁 二

各種 ノ臆汁酸鞭 テ 添加 シテ コッホ氏結 核菌 ノ純

梓培養 テ行 フ トキへ 膿汁酸盤 ノ添加濃度高 キ

トキへ 菌皮 ノ登育 ヲ阻1ヒ セシムルモ、膿 汁酸

濃度適度 ナル トキハ菌皮ノ檜 殖 ト共 二、肉汁 ノ

溜濁 ラ來 シ、逡 二管底 二多量 ノ沈渣 テ生 ズルニ

至 ル。膿汁酸濃度更 二少 クナル トキハ菌皮 ハ旺

盛 二登 育 スル ノミナ ラズ、却 テ其登育 ハ封照 ヨ

リモ良好 ナルガ如 シ。而 シテ斯 ル深 部登育 テ促

スベ キ膿汁酸濃度 ハ各種 ノ謄 汁酸 ニ ヨ リテ相違

スルモ、該濃度 ハ各種膿 汁酸 盤 ノ家 兎二封 スル

毒性 二反比例 スルガ 如 ク、毒 力最 モ 大 ナル 「デ

スオキ シヒ。一 ル」酸曹達 二於 テ最 モ少量 二
、毒

力最小 ナルドデ ヒ ドロ ヒ。一 ル」酸 曹達 二 於 テ最

モ大 量 ナル テ要 スルナ リ。而 シテ斯 ル深部 護育

テ行 ヒタル菌 ノ鏡検所見 ハ、弱抗 酸性桿菌、非

抗酸 性桿菌、非抗酸 性穎粒 性桿菌、穎粒 ニシテ、

抗酸 性桿菌 ヨリ桿粒 二至 ル凡 テ ノ移行型 ヲ認 ム

ル ラ得、形 態 ハ 孔遷 氏 桿菌 ヨ リ短小 トナル。

グ ラム染 色 ニテハ多 クハ陽性 ナルモ、鷹汁酸度

大 ナル トキ得 プル ・穎粒 ニハ陰性 ナルモ ノテ混

在 ス、又謄 汁酸 濃度大 ナル トキニハ穎粒乃 至穎

粒性 桿菌 テ得、膿汁酸濃度小 ナル トキハ穎粒 性

桿菌乃 至桿菌 テ得 ルナ リ。余 奪 ハ抗 酸性全 クナ

キ深部褒育菌 テニ次培養 セルニ、是等 ハ コ。ホ

氏桿菌 二比 シテ各種 ノ培 養基王 二褒育 スル コ ト

甚 ダ速 ニ シテ、多 クハ48時 間 ヲ経過 ス レバ 登

育 シ來 レル ヲ既 二認 ムルテ得 ルナ リ.爾 叉還 元

培 養 ノ可能 ナル ヤ否 ヤテホー ン氏培養基 ニ テ試

ミタルニ、初 メハ コヅホ氏桿菌 ト肉眼的 ニ モ 全

ク異 レル聚落 ノ速 二登 育 シタル後 、40日 位 ヲ経

過 シテ凝水拉 二培養基面乾澗 セル頃 二至 リテ、

病 眼的 ニ モ鏡検 的 ニモ コ。ホ氏菌 ト全然 同一ナ

総括拉昌考案

ル聚 落 ノ散在姓 二登育 シ來 ルヲ認 メタ リ、斯 ク

テ分離培養 テ行 フ如 ク ニ 撒同繰返 スモ常 ニコ.

ホ氏菌 ノ登育 シ來 ルヲ認 メタル ヲ以 テ、余等 ハ

選 元培養 ノ可能 ナル テ信 ゼ ントス。

以上余等 ガ得 タ ル 非抗酸菌 トコッホ氏菌 トノ關

係 テ考察 スル ニ當 リテハ先 ヅ結核菌褒育 二關 ス

ル観近 ノ學設 二言及 スル ノ必要 テ認 ム。

從來結核 菌ハ普通細菌 ノ如 ク分 列増 殖 スルモ ノ

ト考ヘ ラレタ レ ドモ、近來之 二異論 テ立 ツル モ

ノア リ、例ヘ バKahn⑯ ハ 組成液罷培養基=登

育 シタルー個 ノコッホ氏桿菌 テMikromanipla-

torラ 以 テ顯微鏡下 二至 シ、 之 二適温 テ與ヘ テ

其檜殖状況 テ追及 セルガ、最初極微細 ナル穎粒

テ無数 二生 ジ、其穎粒 ヨリ贅弱 ナル非抗酸 性桿

菌 テ生 ジ、夫 ガ漸次登 育 シテ抗 酸性 テ得 テコッホ

氏桿菌 トナル ト読 ケ リ。叉Calmette(1nハ 結核

菌 ノ嚢育過程 中ニ ハ 不可親 ノ時期(ultravines

tubercUleux)ア リ、此時期 ヨ リ穎粒状 ノ中間階

級 デ経 テ抗駿性三述 氏桿菌 二 育生 ス トナ シ、

慢 性結核 ハ 結核病原菌 ノ獲育最終型 タル コ。ホ

氏桿菌 二因 ルモ ノナルモ、肋腹膜 炎、磯膜炎、結

節性紅斑、其他Tuberkulide等 比 較 的急性 二

経過 スル結核性疾患 ハ主 トシテ穎粒状 ノ中間階

級 二因由 スルモ ノナ リト論 ケ リ。又Much,㈹

Vaudremer,㈹Font6s,鶴Philibert
,Arloing

等 ハ結核病原菌 ノpathogeneEinheitハ 實 二

上記穎粒 ニア リト構 フ。

他方結核菌 ノ純 粋培養 ラ組織 的 二精査 セルBe糧

sangonPhilibert&Handroy鋤 ハ
、 ソバ純 粋

二三ッ杢氏菌 ノミヨリ成 ルニアラズ シテ
、 所謂

CyanophileSubstanz
,chromophileGranula

テ含 有 スルモ ノナルテ唱道 シテ レリ
。

又1930年EpPendorf二 開催 セ ラレタルII .
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TagungdernorddeutschenVereinigungf廿r

Tuberkulose二 於 テVaudremer(佛),㈹Kir-

chner(掲),(22)Font6S(「 リ オ デ ジ ヤ ネ ロ」),(20)

Much(漢)㈹ 等 ノ諸橦威 ガ結 核菌 ノ形 態、登育

及毒性 ノ攣化 二就 キ演述 セル トコロテ綜合 スル

ニ、結核病原菌 ハ多型姓(Pleomorpherchara-

kter)テ 有 シ、其褒 育環 ハ 未 ダ十分 明 カナ ラザ

ル モ、形態 的二特有 ナル 種 々(zyklusstadium)

ノ相 ラ経過 スルモ ノナルガ、各形 態毎 二如何 ナ

ル病原的意義 ラ有 スルカバ未 ダ明瞭 ナラズ ト唱

フルガ如 シ。

之 レヲ要 スルニ、 コッホ氏桿菌 ハ 種 々ナル 形態

テ呈 シ得 ル コ トハ諸家 ノ意見略 丸一致 セ ン トス

ル ガ如 シ。而 シテコッホ氏菌 ノー大特徴 タ ル 抗

酸性 ハ脂肪、類脂肪 、 「コ レステ リン」、「レチチ
'ン
」等所謂腫質 ノ存在 二因 由 シ、外界 ノ侵襲 二封

シ結核菌 ノ抵抗 強大 ナル モー 二之 二由 ルモ ノナ

ルハ衆知 ノ事 實 ナ リ、故 二所謂腫質 ノ登育 テ阻

止 スルラ得 バ、結核菌 ハ抗酸性 テ失 フベ シ。而

シテ今諸家 ガ非抗酸性結核菌 テ登育 セ シメ得 タ

リ ト稔 スル場合 ノ添 加物 質 ラ見ル ニ、酒精、「サ

ボ ニ ン」ノ如 キ脂肪 ト宿接 ナル 關係 テ有 スルモ

ノナルテ思 フ トキ、余等 ガ使用 セル膿汁酸 モ亦

等 シク脂肪 ト緊密 ナル關係 二存 ス ル モ ノナ レ

バ、余等 ガ之 ニ ヨ リテ、酒精或 ハ 「サボ ニ ン」ニ ョ

リテ得 タル ト甚 グ酷似 セル非抗酸性菌 テ培養 シ

得 タルモ、必 ズ シモ不可思議 トスベ キニ アラズ、

況 ンヤCalmetteガ 臆 汁 ラ使用 シテB.C.G

ヲ得 タルニ想到 ス レバ、余等 ノ成績 モ首肯 シ得

ラルベ シ。

今余 等 ノ得 タル成績 テ先進諸家 ノ得 タル非抗酸

性菌 ノ所 見 ト比較 スル ニ、

1.該 菌 ノ菌皮 ハ コッホ氏菌 菌皮 二 比 シテ 菲薄

トナ リ、漁潤 光澤 テ有 シ、管壁 テ傳 ツテ上昇嚢

育 シ、豚脂状 二見ユル コ ト、

2.培 養液 テ澗濁 セシメ、粘 稠 ナル沈渣 ラ作 リ、

時 々黄色或 ハ 黄褐 色或 ハ 煉 瓦色 ノ色素 テ 産生

シ、菌皮及沈渣 ヨリ繊維撒 紮片 ヲ生 ジテ培 養液

中 二浮游 スル コ ト、

3.深 部登育菌 ハ非抗酸 性桿菌 ノ短小 ナ ル モ

ノ、穎粒 状桿菌、 「ヂ フテロ イ ド」檬菌 、穎粒 ヨ

リ成 ルコ ト、

4.二 次培養 ニテハ三 二z杢氏菌 二 比 シテ 著 シク

速 二褒育 シ、2448時 間 ニ シテ既 二獲育 ノ徴 ラ

認 ムルコ ト、

5.グ ラム染 色法 ニテハ薗燈、穎粒 共 二陽性ナ

ル モ ノ、穎粒 ノ 毫陽性 ナル桿菌及 陽性或 ハ陰性

ノ穎粒 ナ ルコ ト、
の

6.培 養 液 申 二粘液檬青染架片 ア リテ此 中 二深

青染穎粒 ノ拉列 スル コ ト、

等諸家 ノ記載 セル所見 ヲ余等 ハ絵 ス トコロナク

認 ムル テ得 タルナ リ。

然 ラバ果 シテ斯 ル 非抗酸 性菌拉 二穎粒 ガ コ。ホ

氏桿菌 ヨ リ蛋育 セルモ ノナ リヤ否 ヤ。此 問題解

決 ノ鍵 ハ 果 シテ使用 セルコッホ氏菌株 中 二爽 雑

物 ナ キヤ否 ヤノ錨 ニ アリ。既 二第二章 ニテ詳述

セル如 ク、Schnifrerハfサ ポ ニ ン」テ用 ヒテ同

様非抗酸性菌 テ得 ナガ ラ之 テ菌株 内爽雑物 二蹄

シ、Paltaufハ 非 抗酸性菌 テ得 ザ リ シ ト反駁

シ、Schmiederハ 「カル ヂ アゾルJb「 コラ ミン」

テ以 テ得 タル非抗 酸性菌 テ菌株 中二混在 セル非

抗酸性菌 二蹄 シテ、偶 々是等 ノ添力π培養 ガ三ユ杢

氏菌 ノ褒育 ラ阻止 シ.非 抗酸 性菌 ノ褒育 ヲ促 セ

ルモ ノ ト解 シテ、何 レモ培養 シ得 タル非抗酸性

菌 ガコ繍 氏桿菌 ヨリ登 育 シタルモ ノナルラ 否

認 セン トス。

然 レ ドモ之 ラ仔 細 二考察 スルニ、Paltaufノ 如

ク非抗酸性菌 ノ登育 テ全然 否定 スルモ ノハ暫 ク

措 キ、Dosta1以 來 、Kumbary,Masur,有 馬 、

青 山、太縄、Schntirer,Kirchner,Schmieder

及 余 等 ハ何 レモ洋 ノ東西 二於 テ、三 述 氏菌 純梓

培 養 ト夫 々自信 スル菌 株 テ用 ヒテ、添加物質 ノ

相 違 ハ アレ ドモ、 同様 二非抗酸性菌 テ壷育 セ シ

ムル ヲ得 タルナ リ、而 モ其 ノ得 タル菌 ノ肉眼的

拉 二鏡検的所 見 ハ何 レモ酷似 セルモ ノナル貼 テ

考 フル トキへ 如何 二細菌 學的操作 二於 テ爽雑

物 混入 ノ容 易ナルテ認 メ得 トスルモ、偶然 ノ合

致 ト見 ルベ 久 鹸 リニ合致 セル成績 ナ リ トセザ
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ル ベ カラザルベ「シ。

以上 ノ理由 ノ外、余等 ハ試験管 内 二於 テ非抗酸

性菌 ヨリコッホ氏菌 ヘ ノ還元培養 ノ成功 セルコ

ト、濃厚 ナル膿 汁酸盤液 中 ニ テ ハ 短時間申 二

三2杢 氏菌 ノ抗 酸性 ラ失 フモ ノナルコ ト、 コッホ

氏菌 ヨリ弱抗酸 性菌 テ通 ジテ、非抗 酸性穎粒 二

至 ル凡 テノ移行型 ラ培養 シ得 タルコ ト等 ヲ綜合

シテ、余等 ガ膿汁酸加培養 ニテ得 タル非抗酸性

菌 ハ三ユ杢氏菌 ヨリ磯育 シ來 レルモ ノナ リ ト信

ゼン トス。若 シ夫 レ之 ヲ更 二的確 二圭張 セン ト

スルニハ、斯 ル形態學 的検 索以外 二、生物學的

検査 ノ必要 ナルハ言 テ挨 タズ、之 二關 シテハ稿

テ改 メテ報 告 ス〈ごシ。

非抗酸 性菌 ガコ。ホ氏菌 二 由來 セザル ベ シ トス

ル主張 ノー 二、非抗酸性菌 ハ同時 二行ヘ ル総 テ

ノ試験管 二於 テ規則正 シク出現 セザ ルテ墾 ゲ テ

ル・・(Schnifrer)既 記 ノ如 シ、從 テ爽雑物 二由來

スルニ アラズヤ トハ、常識的 二考ヘ ラル ・所 ナ

リ。余等 モ亦培 養條件 テ同一 トナ シタ リ下考 フ

ルニモ拘 ラズ、非抗 酸性菌 ノ登育 テ見ザル コ ト

ニ遭遇 セルハ事實 ナ リ、然 レドモ此一事 ヲ以 テ

直 二非抗酸 性菌 テ抹殺 スルニハ絵 リニ根嫁 薄弱

ナル テ豊 ユ。今吾人 ノ成績 ラ見 ルニ非抗 酸性菌

ノ登育 テ見ルハ、添加謄汁酸濃度 ノ或 ル範 園内

ニ シテ、其濃度 ハ各種膿汁酸 ノ毒力 ト略 ヒ反比

例 スルモ ノニ シテ、此範園外 ノ高 キ濃度 ニテモ、

亦低 キ濃度 ニテモ非抗 酸 性菌 テ登育 セシムル ラ

得 ザルナ リ。若 シ夫 レ軍 二爽雑物!結 果 ナ リト

セン トカ、 如何 ナル濃度 二於 テモ非抗酸 性菌 ノ

登育 ア リテ然 ルベ キ筈 ナ リ.

然 ラバ非抗酸 性菌 ハ如何 ナル機轄 ニ ヨリテ巖育

スル カ。移植菌皮 中 ノコッホ氏桿菌 ガ膿 汁酸 ノ

作用 ニ ヨリテ睨脂 セ ラレテ培養液 中 二沈 下 シ來

リタルモ ノナルベ シ ト考 フルニハ、非抗酸性菌

ノ量鹸 リニ多 キニ過 グルテ魔 ユ、夫 レ故 二吾人

ハ次 ノ如 ク設明 セン ト欲 ス、帥 チコッホ氏桿菌

ガ贅育 スル間 二、培養液 中 二存 スル適 度 ノ膿 汁

酸 ノ爲 メニ、其 ノ腫質 ノ獲育 テ阻止 セ ラレテ非

抗酸性 トナル、臆 汁酸 ガ多量 二過 グル トキハ、

コ。ホ氏菌 自己 ノ褒育阻止 セ ラレ テ 從 テ非抗酸

姓菌嚢育 ノ由ナ ク、叉膿汁酸濃度低 キニ失 スル

トキ、結核菌 ノ臓質 ノ合成作用 ハ阻害 セラ レズ

シテ非抗酸 性菌 ノ深部褒育 テ見 ザルナ リ、而 シ

テ深部褒育 テ行 フベキ膿汁酸濃度 ノ範 園内 ニテ

モ、濃度低 キ トキハ輩 二結核菌 ノ脱 脂 セ ラレタ

ル観 テ呈 スル非抗 酸性桿菌乃至穎粒 性桿菌 テ生

ジ、濃度高 キ トキハ、菌艦不 明 ナル穎粒 ラ生 ズ

ルニ至 ルモ ノナルベ シ.斯 ク ノ如 ク論明 ス レバ

些 少 ノ無理 モナ ク、合理的 ニ シテ而 モ余等 ノ成

績 テ完全 二理解 スル テ得 ルナ リ。

若 シ夫 レ非抗酸性菌 ラ登育 セシメ或 ハ コ。ホ氏

菌獲育 ラ阻 止 スルニ必要 ナル膿 汁酸 ノ濃度 二就

キ テへ 如何 二生艦内培養 ニ アラズ トハ イへ、

吾人 ハ其 ノ絵 リニ低 キテ見 テ驚 異 ノ感 二打 タ レ

タリ、毒力最大 ナ リ トハ イへ、 「デ スオキ シヒ・

一 ルJ酸 曹達 ニテハ 既 二10m9%(1萬 倍 〉以 下

ニテモ三ッ杢氏菌褒育 テ阻 止 スル テ見 ル
。叉Na.

glykocholicum,Na.taurocholicumニ テ モ

55mg%(約1800倍 〉以 上 ニテ ハ 其褒育 ラ阻止

スルナ リ。斯 ク観 ジ來 レバ、肝臓 内膿汁酸 ノ濃

度 ハ不明ナ リトスルモ、膿汁 内脆 汁酸濃度 ヨリ

考 フル トキハ相當 ノ濃度 二存在 ス〈ごク、從 ツテ

吾人 ノ成績 ニ ヨリテ、肝臓 ガ結核 菌 自己 二由來

スル病攣 ノ起 リ難 キ衆知 ノ事實 ノー班 ヲ論 明 シ

得 タル ガ如 ク思惟 セラル。

第六章 結 論

1・ 膿 汁酸 盤添カガ グ リセ リンj肉 汁 二於 テ適切

ナル謄 汁酸濃度 ノ下 二於 テ コソホ氏菌 ヨリ非抗

酸菌 テ培養 スル ラ得。

2・ 脆 汁酸盤加 ソー トン培養基 ニテモ同様非抗

酸 性菌 壌 育 セ シメ得 ルモ、rグ リセ リン」肉汁

二比 シテ率少 シ
。

3・ 之 二必要 ナル膿汁酸 ノ濃度 ハ各種 膿汁酸 ニ

ヨリテ異 リ、膿汁酸 ノ毒性 二略 ζ反比例 ス
,
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4・ 深部褒育 ヲ來 セル非抗酸 性菌 ハ非抗酸性桿

菌、非抗酸性穎粒 性桿菌、非抗酸 性穎粒 ナリ、

グラム法 ニテハ菌燈 ノ陽性ナルモノ、穎粒 ノミ

陽性 ナル桿菌及陽性又ハ陰性ナル穎粒 ナリ。

5・ 二次培養 ニ テ ハ各種 ノ培養基=速 二登育

シ、24-43時 間後 ニハ嚢育 シ來 ルテ認 ム。

銑 菌皮ハ漁潤、菲薄 トナリ、豚脂猷ナ リ、時
二黄色、褐色又ハ煉瓦色色素 ヲ産生 ス。

7・ 非抗酸性菌 ノニ次培養ニテハ漁潤光澤 アル

聚落 テ形成 シ、直二融合 ス、培養 テ重 ヌル ト共

二穎粒大 トナリ、変 五 陰性二傾 ク傾向アリ。

8・ 非抗酸性菌 テニ次培養 スルトキ撒週 ラ経 テ

凝水及培養面乾澗 スル頃 二至 リテ、非抗酸性菌

聚落 ノ間二散在性 二定型的 ノユツヰ氏菌聚落 ノ

嚢生 ヲ認 ム、之 テ繰返 スモ亦同 ジ、帥還元培養

可能 ナリ。

9.添 加臆汁酸比較的濃キ トキハ穎粒多ク、濃

度低キ トキハ桿菌多 シ。

10.コ ッホ氏菌 テ濃厚ナル脆汁酸液中二入ル・

トキハ数時間中二抗酸性 テ減弱叉ハ滑失 ス。

11・ 「サボニン」加培養 ニテモ 同檬ナル所見ラ

得 タリ。

12.非 抗酸性結核菌 テ育生セシメ得ル臆汁酸

添加濃度ハ「サボニン」ノ濃度 二比 シ潅 カニ少量

ニテ充分ニシテ嚇 ニ ンソ 約ゐニテ足ノ%
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